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は
じ
め
に

　
「
民
」
の
反
意
語
は
「
官
」
で
あ
る
。
日
本
の
裁
判
所
が
非
「
民
」

主
的
と
い
う
こ
と
は
、
論
理
的
に
は
そ
れ
は
「
官
」
主
的
と
い
う
こ

と
に
な
ろ
う
。
そ
し
て
、
日
本
の
裁
判
所
の
「
官
」
主
的
性
格
を
担

保
し
て
い
る
役
所
が
、
最
高
裁
事
務
総
局
で
あ
る
。

　

裁
判
所
の
メ
イ
ン
の
仕
事
は
も
ち
ろ
ん
裁
判
で
あ
る
が
、
裁
判
に

付
随
す
る
諸
々
の
業
務
も
裁
判
所
は
こ
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
と
え
ば
、
裁
判
官
や
そ
の
他
の
裁
判
所
職
員
の
人
事
や
給
与
に
気

を
配
る
の
は
、
重
要
な
仕
事
で
あ
る
。
予
算
を
組
み
正
確
な
経
理
処

理
を
行
う
こ
と
、
裁
判
所
の
施
設
を
十
全
に
管
理
す
る
こ
と
、
な
ど

な
ど
裁
判
以
外
の
仕
事
も
裁
判
所
は
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
庶
務
的

業
務
は
司
法
行
政
事
務
と
よ
ば
れ
る
。

　

戦
前
は
行
政
官
庁
で
あ
る
司
法
省
が
司
法
行
政
を
担
当
し
て
お
り
、

裁
判
官
の
人
事
に
も
裁
判
所
の
権
限
は
及
ば
な
か
っ
た
。
司
法
権
の

独
立
は
不
完
全
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
独
立
を
実
現
し
た
日
本
国

憲
法
の
施
行
と
と
も
に
、
司
法
行
政
権
は
最
高
裁
に
委
ね
ら
れ
た
。

　

最
高
裁
に
は
司
法
行
政
部
門
と
し
て
事
務
総
局
が
設
け
ら
れ
、
下

級
裁
判
所
に
も
そ
れ
ぞ
れ
事
務
局
が
置
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
書

記
官
、
事
務
官
な
ど
裁
判
所
職
員
が
こ
れ
ら
に
勤
務
し
て
い
る
。

　

実
は
、
事
務
総
局
を
根
城
に
す
る
司
法
官
僚
が
司
法
行
政
権
を
テ

コ
に
、
日
本
の
裁
判
所
を
「
官
」
主
的
に
し
て
い
る
、
と
い
う
の
が

私
の
意
見
で
あ
る
。
以
下
で
は
、
こ
の
問
題
状
況
を
明
ら
か
に
す
る

と
と
も
に
、
進
行
中
の
司
法
「
改
革
」
が
こ
れ
に
い
か
な
る
影
響
を

及
ぼ
す
か
を
検
討
す
る
。

１　

最
高
裁
事
務
総
局
の
裁
判
し
な
い
裁
判
官

　

事
務
総
局
に
は
事
務
総
長
を
ト
ッ
プ
に
七
つ
の
局
が
置
か
れ
て
い

る
。
そ
の
う
ち
、
官
房
事
務
部
局
と
よ
ば
れ
る
の
が
、
総
務
局
、
人

事
局
、
お
よ
び
経
理
局
の
三
局
で
あ
る
。
一
方
、
民
事
局
、
刑
事
局
、

行
政
局
、
お
よ
び
家
庭
局
の
四
局
は
事
件
関
係
事
務
部
局
と
い
わ
れ

る
。
行
政
官
庁
に
た
と
え
れ
ば
、
前
者
は
大
臣
官
房
に
相
当
し
、
後

者
は
原
局
に
あ
た
る
。
そ
し
て
、
行
政
官
庁
と
同
様
に
、
前
者
は
後

非
民
主
的
な
日
本
の
裁
判
所
と
司
法
「
改
革
」

西
川
伸
一

ま
か
り
通
っ
て
い
る
。
裁
判
官
と
て
最
大
の
関
心
事
は
、
や
は
り
人

事
異
動
と
出
世
で
あ
る
。
次
の
任
地
と
ポ
ス
ト
が
ど
こ
に
な
る
か
、

同
期
に
昇
進
で
後
れ
を
取
る
こ
と
は
な
い
か
が
頭
を
離
れ
な
い
。

　

こ
う
し
た
裁
判
官
た
ち
に
不
承
不
承
で
も
処
遇
を
納
得
さ
せ
る
に

は
、
そ
れ
を
命
ず
る
側
が
命
じ
ら
れ
る
側
よ
り
秀
で
て
い
る
と
い
う

「
神
話
」
が
必
要
と
な
る
。
こ
れ
に
即
し
た
制
度
設
計
を
最
高
裁
は

整
え
て
き
た
。

２　

純
粋
培
養
さ
れ
る
司
法
官
僚

　

裁
判
官
に
な
る
に
は
、
司
法
試
験
を
突
破
し
司
法
修
習
を
終
了
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
で
に
司
法
修
習
中
に
修
習
生
の
「
選
別
」

が
は
じ
ま
る
。
司
法
研
修
所
の
裁
判
官
教
官
が
、
東
大
・
京
大
卒
の

若
い
修
習
生
の
中
か
ら
、
修
習
の
成
績
が
優
秀
で
性
格
が
素
直
な
者

に
、
裁
判
官
に
な
る
こ
と
（「
任
官
」
と
い
う
）
を
勧
め
る
。

　

任
官
す
る
と
、
最
初
の
任
地
は
東
京
地
裁
な
ど
大
都
市
部
の
地
裁

と
な
る
。
彼
ら
は
判
事
補
と
し
て
部
に
配
属
さ
れ
、部
総
括
判
事（
裁

判
長
）
か
ら
勤
務
ぶ
り
を
評
価
さ
れ
る
。
東
京
地
裁
の
裁
判
長
と
い

え
ば
、
た
い
へ
ん
な
エ
リ
ー
ト
裁
判
官
で
あ
る
。
そ
の
評
価
が
芳
し

い
者
は
初
任
あ
け
で
裁
判
現
場
を
離
れ
て
、
事
務
総
局
各
局
の
局
付

へ
異
動
す
る
。
肩
書
き
は
「
人
事
局
付
」
な
ど
で
あ
る
。
こ
こ
で
司

法
行
政
事
務
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
る
。

　

局
付
判
事
補
の
任
期
は
約
二
年
で
あ
る
。
そ
れ
が
済
む
と
ま
た
現

場
に
戻
さ
れ
る
。
こ
の
間
に
も
さ
ら
に
好
ま
し
い
評
価
を
受
け
る
と
、

者
よ
り
格
上
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　

興
味
深
い
の
は
、
事
務
総
長
と
各
局
の
局
長
（
民
事
局
長
と
行
政

局
長
は
兼
務
さ
れ
る
）
に
は
必
ず
裁
判
官
が
就
い
て
い
る
こ
と
だ
。

こ
れ
ら
ポ
ス
ト
は
も
ち
ろ
ん
司
法
行
政
に
専
念
す
る
ポ
ス
ト
で
あ
る

か
ら
、
裁
判
実
務
に
は
一
切
携
わ
ら
な
い
。
彼
ら
は
裁
判
官
で
あ
り

な
が
ら
、
裁
判
を
し
な
い
の
で
あ
る
。
各
局
の
下
に
は
全
部
で
二
九

の
課
が
あ
る
（
た
だ
し
、
秘
書
課
、
広
報
課
、
情
報
政
策
課
は
局
の

下
に
置
か
れ
な
い
）。
課
長
の
う
ち
二
一
ポ
ス
ト
は
裁
判
官
を
充
て

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
彼
ら
も
裁
判
し
な
い
。

　

す
な
わ
ち
、
事
務
総
局
は
裁
判
し
な
い
裁
判
官
が
管
理
職
と
な
っ

て
、
一
般
職
の
裁
判
所
職
員
を
統
率
す
る
体
制
を
取
っ
て
い
る
。
な

お
、
裁
判
し
な
い
裁
判
官
と
い
う
こ
と
で
は
、
高
裁
長
官
、
高
裁
事

務
局
長
、
地
裁
・
家
裁
所
長
、
司
法
研
修
所
の
所
長
も
司
法
行
政
に

専
従
し
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
後
述
の
裁
判
し
な
い
ポ
ス
ト
も
含
め

る
と
、簡
裁
判
事
を
の
ぞ
く
二
六
八
五
人
の
裁
判
官
定
員
（
二
〇
〇
八

年
度
：
実
数
は
非
公
表
）
の
う
ち
、
一
割
ち
か
い
二
三
〇
人
前
後
が

法
廷
に
出
な
い
。

　

運
動
部
な
ど
で
は
、
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
し
て
の
技
量
に
劣
る
者
は
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
回
る
こ
と
が
よ
く
あ
る
。
そ
れ
と
同
様
に
、
裁
判
官

と
し
て
の
能
力
に
問
題
あ
り
と
判
定
さ
れ
た
も
の
が
、
法
廷
か
ら
事

務
方
に
退
く
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

現
実
に
は
ま
っ
た
く
逆
で
あ
り
、
裁
判
官
の
世
界
で
は
裁
判
し
な

い
裁
判
官
の
ほ
う
が
有
能
で
あ
る
と
い
う
、
転
倒
し
た
「
常
識
」
が
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任
官
一
〇
年
の
一
回
目
の
再
任
で
判
事
と
な
っ
た
の
ち
、
裁
判

し
な
い
ポ
ス
ト
と
実
務
裁
判
ポ
ス
ト
に
交
互
に
着
任
し
て
い
く
。

こ
こ
で
の
裁
判
し
な
い
ポ
ス
ト
に
は
、
事
務
総
局
の
課
長
、
司

法
研
修
所
教
官
、
最
高
裁
調
査
官
、
高
裁
事
務
局
長
、
あ
る
い

は
判
検
交
流
に
よ
る
行
政
官
庁
へ
の
出
向
な
ど
が
あ
る
。
裁
判

官
が
検
察
官
に
身
分
を
変
え
て
、
行
政
官
庁
に
異
動
す
る
こ
と

を
判
検
交
流
と
い
う
。

　

こ
の
よ
う
に
裁
判
官
で
あ
り
な
が
ら
司
法
行
政
ポ
ス
ト
を
歴

任
す
る
裁
判
官
と
、
裁
判
実
務
に
日
々
明
け
暮
れ
る
裁
判
官
と

で
は
、
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
が
明
確
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
裁
判
官

に
は
、
い
わ
ば
司
法
官
僚
と
実
務
裁
判
官
の
二
グ
ル
ー
プ
が
明

確
に
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

　

後
者
に
属
す
る
裁
判
官
が
キ
ャ
リ
ア
の
途
中
で
前
者
に
「
移

籍
」
す
る
こ
と
は
例
外
的
で
あ
る
。
一
方
、
司
法
官
僚
の
卵
た

ち
は
任
官
の
と
き
か
ら
目
を
掛
け
ら
れ
、
司
法
官
僚
と
し
て
の

帝
王
学
を
修
得
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
こ
な
し
て
い
く
。
も
ち

ろ
ん
、
そ
こ
で
「
落
第
」
し
て
実
務
裁
判
官
グ
ル
ー
プ
に
繰
り

入
れ
ら
れ
る
者
も
出
て
く
る
。

　

司
法
官
僚
は
司
法
行
政
で
有
能
さ
を
認
め
ら
れ
れ
ば
認
め
ら

れ
る
ほ
ど
、
ま
す
ま
す
司
法
行
政
ポ
ス
ト
か
ら
離
れ
ら
れ
な
く

な
る
。
そ
の
結
果
、
裁
判
官
で
あ
り
な
が
ら
、
キ
ャ
リ
ア
の
半

分
以
上
を
裁
判
せ
ず
に
勤
務
す
る
こ
と
も
例
外
的
で
は
な
い
。

た
と
え
ば
、
前
最
高
裁
長
官
の
町
田
顕あ
き
らは
任
官
か
ら
最
高
裁
判

氏　名 出身大学 任 免
事　務　総　局

総　務 人　事 経　理 民　事 行　政 刑　事

矢口洪一 京大 1980.3 1982.11 ─ ●◎ ●○
●○

─
◎

勝見嘉美 東大 1982.11 1986.1 ● ◎ ○ ─ ●○ ─

草場良八 * 東大 1986.1 1988.2 ── ○ ◎ ── ─ ●

大西勝也 * 東大 1988.2 1989.11 ●○◎ ◎ ─ ── ─ ─

川嵜義徳+ 京大 1989.11 1992.2 ─ ─ ◎
○ ─

─
◎

千種秀夫 東大 1992.2 1993.9 法務省大臣官房秘書課長、同司法法制調査部長、同民事局長など

金谷利広 京大 1993.9 1996.11 ◎ ─ ─ ─ ─ ●○

泉　徳治 * 京大 1996.11 2000.3 ● ●○◎ ◎ ─

堀籠幸男 東大 2000.3 2002.11 ─ ○◎ ─ ─ ─ ●

竹崎博允+ 東大 2002.11 2006.6 ○ ─ ◎ ─ ─ ─

大谷剛彦 東大 2006.6 現　職 ● ─ ○◎ ─ ─ ─

表１　事務総長歴代就任者の司法行政ポスト着任歴

注１：●○◎はそれぞれ各局の局付、課長、局長の着任を意味する。氏名右横の+は司法研修所付、*は
局の下に置かれていない課である秘書課・広報課の課長（兼任）着任を示す。
注２：家庭局の局付、課長、局長には歴代事務総長は就いていないので、省略した。

事
に
な
る
ま
で
、
裁
判
を
し
て
い
た
の
は
五
二
五
〇
日
な
の
に
対
し

て
、
裁
判
せ
ず
司
法
行
政
な
ど
に
従
事
し
て
い
た
の
は
八
九
八
〇
日

で
あ
っ
た
。

　

そ
し
て
、
事
務
総
局
の
ト
ッ
プ
で
あ
る
事
務
総
長
や
幹
部
で
あ
る

局
長
に
は
、
司
法
官
僚
と
し
て
の
栄
達
者
が
就
任
す
る
。
た
と
え
ば
、

日
本
国
憲
法
下
で
司
法
修
習
を
終
え
た
裁
判
官
の
う
ち
で
、
事
務
総

長
歴
代
就
任
者
の
司
法
行
政
ポ
ス
ト
着
任
歴
は
表
１
の
と
お
り
で
あ

る
。

　

全
員
が
東
大
・
京
大
卒
で
あ
り
、
多
く
が
局
付
を
振
出
し
に
事
務

総
局
の
管
理
職
ポ
ス
ト
を
歴
任
し
て
い
る
。
司
法
官
僚
の
純
粋
培
養

ぶ
り
が
わ
か
ろ
う
。
ま
た
、
表
に
は
な
い
が
、
こ
れ
に
司
法
研
修
所

教
官
、
最
高
裁
調
査
官
、
行
政
官
庁
へ
の
出
向
な
ど
の
裁
判
し
な
い

経
歴
が
加
わ
る
。

３　

司
法
官
僚
が
最
高
裁
裁
判
官
に
な
る

　

事
務
総
長
に
達
し
た
司
法
官
僚
に
は
、
そ
の
後
高
裁
長
官
を
経
て

最
高
裁
判
事
に
な
る
ロ
イ
ヤ
ル
ロ
ー
ド
が
敷
か
れ
て
い
る
。
上
記

一
一
人
の
歴
代
就
任
者
の
中
で
現
職
者
の
大
谷
と
東
京
高
裁
長
官
の

竹
崎
を
除
け
ば
、
最
高
裁
判
事
に
な
れ
な
か
っ
た
の
は
名
古
屋
高
裁

長
官
で
依
願
退
官
し
た
勝
見
だ
け
で
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
事
務
総
長
経
験
者
だ
け
で
、
一
五
人
い
る
最
高
裁
裁

判
官
が
占
め
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。

　

最
高
裁
裁
判
官
一
五
人
の
出
身
別
構
成
は
、
裁
判
官
六
、
弁
護
士

四
、
検
察
官
二
、
行
政
官
一
、
外
交
官
一
、
大
学
教
授
一
が
慣
例
化

し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
最
高
裁
裁
判
官
の
う
ち
九
人
は
裁
判
官
の

経
験
が
な
く
、
さ
ら
に
三
人
は
司
法
試
験
を
経
て
い
な
い
。
最
高
裁

は
法
律
の
運
用
や
解
釈
に
最
終
判
断
を
行
う
こ
と
か
ら
、
狭
い
法
律

専
門
家
的
観
点
に
縛
ら
れ
な
い
識
見
を
そ
こ
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、

と
い
う
の
が
そ
の
理
由
で
あ
る
。

　

各
枠
に
欠
員
が
出
れ
ば
同
じ
枠
か
ら
後
任
が
選
ば
れ
る
。
た
と
え

ば
、
九
月
二
日
に
定
年
退
官
し
た
才
口
千
晴
最
高
裁
判
事
は
弁
護
士

出
身
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
任
に
は
、
や
は
り
弁
護
士
の
宮
川
光
治
が

就
い
た
。

　

こ
こ
で
留
意
し
た
い
の
は
、
裁
判
官
出
身
の
六
人
の
最
高
裁
裁
判

官
の
経
歴
で
あ
る
（
表
２
）。

　

近
藤
以
外
の
全
員
が
事
務
総
局
の
局
長
経
験
者
で
あ
る
。
近
藤
も

民
事
局
付
、
民
事
局
参
事
官
、
行
政
局
第
二
課
長
、
行
政
局
第
一
・

三
課
長
（
兼
任
）
を
歴
任
し
て
お
り
、
れ
っ
き
と
し
た
司
法
官
僚
と

み
な
し
て
よ
い
。

　

言
い
換
え
れ
ば
、
最
高
裁
裁
判
官
に
は
、
下
級
審
で
す
ぐ
れ
た
判

決
を
出
し
た
、
有
能
な
実
務
裁
判
官
が
就
く
わ
け
で
は
な
い
。
そ
う

で
は
な
く
て
、
司
法
官
僚
き
っ
て
の
能
吏
ば
か
り
が
顔
を
そ
ろ
え

る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
最
高
裁
長
官
に
は
裁
判
官
枠
の
最
高
裁

判
事
か
ら
選
ば
れ
る
。
最
高
裁
長
官
は
第
九
代
の
服
部
高
顕
（
在
任

一
九
七
九
・
四
・
二
〜
一
九
八
二
・
九
・
三
〇
）
以
降
、
現
職
の
第
一
六

代
島
田
に
至
る
ま
で
、
全
員
が
裁
判
官
出
身
の
最
高
裁
判
事
す
な
わ
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ち
司
法
官
僚
か
ら
就
い
て
い
る
。
司
法
部
の
頂
点
に
は
司
法
官
僚
が

君
臨
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

４　

ヒ
ラ
メ
裁
判
官
は
な
ぜ
は
び
こ
る

　

二
〇
〇
四
年
一
〇
月
一
八
日
、
当
時
の
町
田
顕
最
高
裁
長
官
は
新

任
判
事
補
の
辞
令
交
付
式
で
、
次
の
よ
う
な
異
例
の
訓
示
を
行
っ
た
。

　
「
上
級
審
の
動
向
や
裁
判
長
の
顔
色
ば
か
り
う
か
が
う
『
ヒ
ラ
メ

裁
判
官
』
が
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
私
は
そ
ん
な
人
は
い
な
い
と

思
う
が
、
少
な
く
と
も
全
く
歓
迎
し
て
い
な
い
」

　

ま
さ
か
現
職
長
官
が
新
人
を
前
に
「
ヒ
ラ
メ
裁
判
官
が
は
び
こ
っ

て
い
る
」
と
は
言
え
ま
い
。
ヒ
ラ
メ
裁
判
官
は
た
し
か
に
存
在
す
る
。

以
下
は
今
年
の
五
月
は
じ
め
に
、
あ
る
裁
判
官
か
ら
私
が
受
け
取
っ

た
私
信
の
一
節
で
あ
る
。

　
「
実
務
裁
判
官
が
、
任
地
や
ポ
ス
ト
を
め
ぐ
っ
て
一
喜
一
憂
し
、

司
法
官
僚
よ
り
も
さ
ら
に
、
上
の
意
向
を
気
に
し
な
が
ら
、
裁
判
を

し
て
い
る
こ
と
に
私
は
現
代
司
法
の
問
題
を
か
ん
じ
て
い
ま
す
」

　

し
か
も
、
ヒ
ラ
メ
裁
判
官
が
跋
扈
す
る
の
は
本
人
の
パ
ー
ソ
ナ
リ

テ
ィ
に
よ
る
と
い
う
よ
り
も
、
現
代
司
法
の
構
造
的
問
題
の
ゆ
え
な

の
で
あ
る
。
事
務
総
局
は
裁
判
官
が
ヒ
ラ
メ
化
せ
ざ
る
を
え
な
い
仕

組
み
を
作
り
上
げ
て
い
る
。

　

す
で
に
指
摘
し
た
と
お
り
、
ま
た
右
の
私
信
に
も
書
か
れ
て
い
る

よ
う
に
、
裁
判
官
の
最
大
の
関
心
は
任
地
と
ポ
ス
ト
で
あ
る
。
北
は

稚
内
か
ら
南
は
石
垣
島
ま
で
、
全
国
二
五
三
か
所
に
地
裁
・
家
裁
と

そ
の
支
部
が
あ
る
（
ち
な
み
に
、
旭
川
地
・
家
裁
稚
内
支
部
に
は
、

稚
内
と
サ
ハ
リ
ン
州
コ
ル
サ
コ
フ
の
間
の
定
期
航
路
開
設
以
降
、
ロ

シ
ア
人
が
関
係
す
る
事
件
が
多
く
係
属
す
る
そ
う
で
あ
る
）。

　

二
五
三
か
所
す
べ
て
に
裁
判
官
を
配
置
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
裁

判
官
は
転
勤
族
を
宿
命
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
裁
判
官
も
家
族
を
抱
え

て
い
る
。
生
活
に
便
利
で
子
ど
も
の
進
学
に
も
有
利
な
都
市
部
で
の

氏　　名 就任年月日 前　職 事務総局幹部等の経歴

島田仁郎
　最高裁長官

2002.11.7
（長官就任は
2006.10.16）

大阪高裁長官 刑事局課長／同局長／
司法研修所長

泉　徳治
　最高裁判事 2002.11.6 東京高裁長官

人事局課長／秘書・広
報課長／民事・行政局
長／人事局長／事務総
長

今井　功
　最高裁判事 2004.12.27 東京高裁長官

民事局課長／東京高裁
事務局長／民事・行政
局長

堀籠幸男
　最高裁判事 2005.5.17 大阪高裁長官 人事局課長／人事局長

／事務総長

涌井紀夫
　最高裁判事 2004.10.16 大阪高裁長官

行政局課長／人事局課
長／総務局長／司法研
修所長

近藤崇晴
　最高裁判事 2007.5.23 仙台高裁長官

行政局課長／司法研修
所事務局長／最高裁首
席調査官

表２　裁判官出身の最高裁裁判官の経歴勤
務
を
望
む
の
は
、
や
む
を
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

　

裁
判
官
は
そ
れ
ぞ
れ
次
の
任
地
の
希
望
を「
裁
判
官
第
二
カ
ー
ド
」

と
よ
ば
れ
る
書
式
に
記
し
て
、毎
年
最
高
裁
に
提
出
す
る
。こ
の
カ
ー

ド
の
下
部
に
は
、
当
該
裁
判
官
が
勤
務
す
る
地
裁
・
家
裁
所
長
と
そ

の
地
裁
・
家
裁
を
管
轄
す
る
高
裁
長
官
の
所
見
欄
が
あ
る
。
事
務
総

局
人
事
局
に
よ
れ
ば
、「
所
長
や
高
裁
長
官
の
意
見
を
聞
い
て
、
毎

年
の
異
動
計
画
を
立
て
て
い
る
」
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

と
な
れ
ば
、
任
地
の
希
望
を
か
な
え
た
い
裁
判
官
は
、
ヒ
ラ
メ
よ

ろ
し
く
上
の
評
価
を
気
に
す
る
こ
と
に
な
る
。
い
ま
は
神
戸
家
裁
の

部
総
括
判
事
で
あ
る
伊
東
武た
け
よ
し是
は
、
一
〇
年
前
に
こ
う
書
い
て
い
る
。

「
裁
判
官
は
…
…
そ
の
任
地
に
お
け
る
『
業
績
』
が
次
の
、
あ
る

い
は
次
の
次
の
任
地
に
つ
き
、
希
望
が
か
な
え
ら
れ
る
か
ど
う
か

の
決
定
的
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。
…
…
か
く
し

て
、
転
勤
行
政
は
、
裁
判
官
に
対
す
る
極
め
て
大
き
な
『
尻
叩
き
』

と
し
て
、
無
言
の
督
励
効
果
を
発
揮
す
る
こ
と
に
な
る
」（「
監
督

と
人
事
と
独
立
と
（
下
）」『
判
例
時
報
』
第
一
六
五
四
号
）。

　

事
務
総
局
が
い
ち
ば
ん
嫌
う
の
は
事
件
を
た
め
る
、
判
決
書
き
の

遅
い
裁
判
官
で
あ
る
。
控
訴
審
で
ひ
っ
く
り
返
さ
れ
る
判
決
が
多
い

裁
判
官
も
覚
え
が
悪
い
。
し
た
が
っ
て
、
現
場
の
裁
判
官
は
事
件
を

せ
っ
せ
と
処
理
し
、
控
訴
さ
れ
て
も
覆
さ
れ
な
い
判
決
文
を
書
く
こ

と
に
汲
々
と
な
る
。
そ
の
萎
縮
し
た
「
業
績
」
が
希
望
の
任
地
の
実

現
、
さ
ら
に
は
昇
進
・
昇
給
に
つ
な
が
る
の
だ
。

　

今
年
の
八
月
八
日
、
ス
ト
ー
カ
ー
容
疑
で
起
訴
さ
れ
た
下
山
芳
晴

判
事
に
有
罪
判
決
が
言
い
渡
さ
れ
た
。
下
山
の
甲
府
地
・
家
裁
都
留

支
部
長
在
勤
時
の
事
件
で
あ
る
。
下
山
は
都
留
支
部
長
の
あ
と
は
東

京
に
戻
れ
る
と
期
待
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
内
示
を
受
け
た
の
は
、

宇
都
宮
地
・
家
裁
足
利
支
部
長
で
あ
っ
た
。「
業
績
」
が
評
価
さ
れ

ず
、
意
に
沿
わ
ぬ
異
動
の
内
示
を
受
け
た
こ
と
も
、
事
件
の
背
景
に

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

　

ス
ト
ー
カ
ー
行
為
に
及
ぶ
と
は
言
語
道
断
だ
が
、
そ
れ
く
ら
い
裁

判
官
に
と
っ
て
、
都
市
部
へ
の
移
動
は
大
き
な
願
望
な
の
で
あ
る
。

　

と
は
い
え
、
こ
こ
に
は
重
大
な
観
点
が
見
落
と
さ
れ
て
い
る
。
裁

判
を
受
け
る
原
告
・
被
告
、
つ
ま
り
裁
判
の
ユ
ー
ザ
ー
で
あ
る
市
民

は
ど
こ
に
い
っ
て
し
ま
う
の
か
。
裁
判
官
に
と
っ
て
は
毎
月
処
理
す

る
一
件
に
す
ぎ
な
く
て
も
、原
告
・
被
告
に
と
っ
て
は
一
生
が
か
か
っ

た
人
生
の
修
羅
場
で
あ
る
。
そ
れ
を
裁
判
官
自
身
の
「
栄
転
」
と
い

う
個
人
的
事
情
の
た
め
に
、
処
理
件
数
の
増
進
や
控
訴
審
で
破
棄
さ

れ
な
い
こ
と
を
念
頭
に
裁
か
れ
て
は
、
た
ま
っ
た
も
の
で
は
な
い
。

　

日
本
の
裁
判
所
の
非
民
主
的
性
格
、
裏
返
せ
ば
「
官
」
主
的
性
格

は
、「
民
」
を
顧
み
な
い
裁
判
現
場
に
端
的
に
映
し
出
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
理
由
を
た
ど
っ
て
い
く
と
、
裁
判
官
の
二
重
構
造
に
突
き
当
た

る
。
司
法
官
僚
は
任
地
と
ポ
ス
ト
を
武
器
に
実
務
裁
判
官
を
巧
み
に

操
縦
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
司
法
官
僚
は
、「
官
」
意
に
か
な
っ
た

判
決
を
安
定
的
に
期
待
で
き
る
。
も
ち
ろ
ん
、「
官
」
意
と
は
支
配
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層
の
利
益
と
通
底
し
て
い
る
。

　

こ
の
結
果
、
憲
法
で
保
障
さ
れ
た
裁
判
官
の
独
立
は
棄
損
さ
れ
、

裁
判
官
は
ヒ
ラ
メ
化
し
た
判
決
製
造
マ
シ
ー
ン
に
お
と
し
め
ら
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。

む
す
び
に
か
え
て

　

そ
れ
で
は
、
進
行
中
の
司
法
「
改
革
」
は
、
こ
の
よ
う
な
性
格
の

日
本
の
裁
判
所
に
い
か
な
る
影
響
を
及
ぼ
す
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

私
が
注
目
し
て
い
る
の
は
、
取
調
べ
の
可
視
化
と
裁
判
員
制
度
の

導
入
で
あ
る
。
日
弁
連
は
裁
判
員
制
度
の
導
入
と
同
時
に
、
被
疑
者

取
調
べ
の
全
過
程
を
録
音
・
録
画
す
る
制
度
の
確
立
を
求
め
て
い
る
。

　

刑
事
裁
判
で
重
大
な
争
点
と
な
る
の
は
「
自
白
の
任
意
性
」
で
あ

る
。
被
告
人
が
自
発
的
に
自
白
し
た
の
か
、
捜
査
官
に
よ
っ
て
強
制

的
に
「
自
白
」
さ
せ
ら
れ
た
の
か
。
こ
れ
を
裁
判
員
に
わ
か
り
や
す

く
判
定
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
従
来
の
密
室
の
取
調
室
を
ガ
ラ
ス
張

り
に
し
よ
う
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

　

石
橋
産
業
事
件
で
有
罪
判
決
を
受
け
、
今
年
四
月
に
塀
の
中
に
落

ち
た
ヤ
メ
検
弁
護
士
の
田
中
森
一
は
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
そ

の
著
書
『
反
転
』
で
こ
う
述
べ
て
い
る
。

「〔
大
阪
〕
府
警
の
刑
事
は
、
被
疑
者
を
自
白
に
追
い
込
む
た
め
、

か
な
り
無
理
を
す
る
傾
向
が
あ
る
。
こ
と
に
、
暴
力
団
担
当
の
捜

査
四
課
は
そ
れ
が
顕
著
だ
。
府
警
庁
舎
の
地
下
に
あ
っ
た
取
調
室

で
は
殴
る
蹴
る
が
日
常
的
に
お
こ
な
わ
れ
、
し
ば
し
ば
暴
力
団
組

員
の
う
め
き
声
が
聞
こ
え
て
き
た
も
の
だ
っ
た
」。

　

ヤ
ク
ザ
に
も
人
権
は
あ
る
は
ず
だ
が
、
府
警
の
刑
事
や
大
阪
地
検

の
検
事
は
「
お
前
ら
に
人
権
な
ん
ぞ
あ
る
か
い
」
と
い
う
感
覚
な
の

で
あ
っ
た
。
相
手
は
ヤ
ク
ザ
に
限
ら
ず
、
田
中
に
よ
れ
ば
、「
被
疑

者
に
人
権
が
あ
る
、
な
ど
と
本
気
で
考
え
て
い
る
検
事
〔
は
〕
い
な

い
。
検
事
は
み
な
傲
慢
で
あ
り
、
被
疑
者
に
対
し
て
は
、『
俺
が
権

力
だ
。
俺
の
言
う
こ
と
を
聞
け
。
…
…
』
と
い
う
発
想
で
あ
る
。
こ

う
し
た
傲
慢
さ
は
、
霞
が
関
の
官
僚
全
体
に
あ
る
が
、
検
察
官
は
こ

と
さ
ら
そ
の
傾
向
が
強
い
」
と
い
う
。

　

ゴ
ー
マ
ン
検
察
官
が
作
成
し
た
調
書
（
検
面
調
書
）
を
裁
判
官
は

鵜
呑
み
に
し
、
そ
の
結
果
が
刑
事
裁
判
の
有
罪
率
九
九
・
九
％
で
あ

る
。
検
面
調
書
に
従
う
こ
と
で
処
理
件
数
が
稼
げ
、
控
訴
審
で
覆
さ

れ
る
恐
れ
も
な
く
な
る
。
こ
れ
ぞ
「
官
」
主
裁
判
の
極
み
で
あ
ろ
う
。

検
面
調
書
が
作
成
さ
れ
る
過
程
を
心
証
に
含
め
、
法
廷
で
の
被
告
人

の
証
言
を
尊
重
す
る
裁
判
官
は
、
ご
く
一
握
り
に
す
ぎ
な
い
。

　

取
調
べ
の
可
視
化
は
、
不
法
な
取
調
べ
を
大
き
く
抑
止
す
る
に
と

ど
ま
ら
な
い
。
そ
れ
は
「
官
」
主
の
裁
判
所
を
「
民
」
主
の
裁
判
所

へ
切
り
替
え
る
転
轍
機
に
な
る
。

　

一
方
、
裁
判
員
制
度
を
め
ぐ
っ
て
は
す
で
に
さ
ま
ざ
ま
な
批
判
が

な
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
と
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
公
判
前
整
理
手
続

が
は
ら
む
問
題
点
の
指
摘
、
さ
ら
に
は
こ
の
制
度
が
市
民
を
国
の
た

め
に
問
答
無
用
で
狩
り
出
す
と
い
う
点
で
、
徴
兵
制
と
思
想
的
に
同

根
だ
と
い
う
重
々
し
い
酷
評
も
あ
る
。

　

そ
れ
で
も
、
と
私
は
言
い
た
い
。
刑
事
裁
判
に
縮
図
的
に
表
れ
て

い
る
「
官
」
主
裁
判
の
現
状
を
放
置
し
て
よ
い
の
か
。
冤
罪
被
害
者

は
い
ま
だ
に
後
を
絶
た
な
い
。『
冤
罪
フ
ァ
イ
ル
』
と
い
う
雑
誌
が

今
年
創
刊
さ
れ
た
く
ら
い
で
あ
る
。
こ
の
現
状
に
風
穴
を
開
け
る
で

あ
ろ
う
取
調
べ
の
可
視
化
は
、
裁
判
員
制
度
の
導
入
を
き
っ
か
け
と

し
て
主
張
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
裁
判
員
制
度
は
そ
の
ほ
か
に
も
、

司
法
の
現
場
に
数
多
く
の
化
学
反
応
を
も
た
ら
す
に
違
い
な
い
。

　

ま
ず
、
法
廷
の
光
景
が
一
新
さ
れ
る
。
高
さ
が
四
五
セ
ン
チ
あ
る

法
壇
か
ら
見
下
ろ
す
の
は
、
黒
い
法
服
を
着
た
三
人
の
職
業
裁
判
官

だ
け
で
は
な
い
。
平
服
の
六
人
の
裁
判
員
が
そ
の
左
右
に
陣
取
る
こ

と
に
な
る
。
権
威
的
な
法
服
の
黒
さ
は
か
な
り
脱
色
さ
れ
よ
う
。
そ

れ
は
被
告
人
の
法
廷
で
の
心
理
状
態
を
こ
れ
ま
で
と
は
違
っ
た
も
の

に
さ
せ
る
。

　

実
質
的
に
重
要
な
の
は
、
評
議
の
進
め
方
で
あ
る
。
職
業
裁
判
官

が
評
議
を
断
定
的
に
仕
切
る
の
は
論
外
だ
が
、
裁
判
員
同
士
の
単
な

る
お
し
ゃ
べ
り
に
な
っ
て
も
意
味
が
な
い
。
そ
の
ル
ー
ル
化
が
求
め

ら
れ
る
。
統
一
的
な
評
議
シ
ー
ト
に
従
っ
て
、
争
点
と
評
議
す
る
順

番
を
明
確
に
す
る
と
い
っ
た
工
夫
が
欠
か
せ
ま
い
。

　

そ
し
て
、
評
議
に
備
え
た
化
学
変
化
は
す
で
に
起
き
つ
つ
あ
る
。

裁
判
所
に
よ
っ
て
は
、
和
解
な
ど
で
市
民
と
接
す
る
機
会
が
多
い
民

事
裁
判
官
を
刑
事
部
に
異
動
さ
せ
て
い
る
。
検
面
調
書
に
慣
れ
き
っ

た
刑
事
裁
判
官
と
は
異
質
の
要
素
を
刑
事
裁
判
に
取
り
入
れ
る
こ
と

は
、
そ
の
「
民
」
主
化
の
触
媒
と
な
ろ
う
。

　

あ
る
制
度
が
制
度
設
計
者
の
意
図
を
超
え
て
、
大
化
け
す
る
こ
と

が
と
き
に
あ
る
。
最
高
裁
は
裁
判
員
制
度
に
つ
い
て
、
現
状
に
問
題

が
な
い
こ
と
を
前
提
に
、
市
民
の
司
法
に
対
す
る
理
解
を
増
進
す
る

た
め
の
制
度
と
の
立
場
を
取
っ
て
い
る
。
こ
の
お
め
で
た
い
最
高
裁

の
現
状
認
識
を
、「
民
」
が
「
官
」
の
聖
域
に
足
を
踏
み
入
れ
る
こ

と
で
打
ち
砕
い
て
も
ら
い
た
い
。

　

そ
の
と
き
は
じ
め
て
、
司
法
「
改
革
」
の
カ
ギ
か
っ
こ
が
は
ず
さ

れ
よ
う
。

（
に
し
か
わ 

し
ん
い
ち
／
明
治
大
学
教
員
）


